

















































                                               
1 20 世紀上海におけるラジオと芸能の関係を考察する研究成果は決して多くない。特定のジャンルの芸能と
ラジオ放送との関係を論じたものに、Carlton Benson,“The Manipulation of Tanci in Radio Shanghai 










“Radio Corporation of China”が 1923 年 1 月 23 日に共同租界内の広東路に英字紙
“The China Press”との共同で 20 時から 1 時間の放送したのがその始まりである。中
国系初の民営ラジオ局による放送は、1927 年 3 月 18 日に四大デパートの 1 つ新新公司が
設立した「新新広播電台」であった。1932 年には大中華広播電台が出力 500W で放送を始
め、上海だけでなく北京、天津、福建、広東、安徽、湖北、江西など各地にも電波が届く
ようになった2。 
 戦後内戦期の 1947 年に出版された『大上海指南』では、当初は鉱石ラジオで値段も約
10 元と高価だったためあまり注目されてこなかったが、この 10 年あまりで真空管ラジオ
が普及したことで、ほとんどの家庭でラジオを設置するようになったと紹介している3。
実際、1936 年 8 月から 9 月にかけ上海国際電信局で始まった登記では、全国で約 7 万台
のラジオが登記されている4。同じく上海国際電信局の統計によれば、1934 年 1 月の段階
で上海には 51 のラジオ局が設置されていた5。また上海の聴取者は上海以外にも首都の南
京の他、北京、天津、無錫、浙江などのラジオ局の放送も聴取していたようである6。 








2 《上海広播電視志》編輯委員会編『上海広播電視志』上海社会科学出版社（上海）、1999 年、19 頁。 
3 王文昌編著『大上海指南』東南文化服務社（上海）、1947 年、180 頁。 
4 前掲『上海廣播電視誌』、21 頁。 
5 同上、20 頁。 







とで、公営ラジオ局は上海でラジオ放送が始まってから 10 年以上が経過した 1935 年 3
月に交通部上海広播電台、1936 年 3 月に上海市政府広播電台がそれぞれ放送を開始して
いる。民営ラジオ局による放送が多数乱立していた状況下だったことが関係し、中華民国
期上海では娯楽番組と宣伝番組が番組の多数を占めていた。 
 以下 1930 年代、日中戦争時期、1940 年代の戦後内戦期の各時期における上海のラジオ
番組の状況を時代順に紹介したい。表 1 は 1932 年の番組表である。 
 














10:45- 綿花・穀物・証券 17:45-18:00 無線常識問答、モールス
符号練習、レコード 























                                               











 上海の民営ラジオ局はその放送内容が局や時期によって様々であり、表 1 でもって中
華民国期上海の民営ラジオ局の番組内容の典型が分かるわけでは決してない。あくまでも
1 例である。表 1 の上海（亜美）ラジオ局は、1929 年に放送を開始し日中戦争期間に放















                                               
8 1938 年 11 月 29 日の『申報』の記事によると、上海のラジオ番組で最も多いのが弾詞で、40 分の弾詞番組
が毎日 103 番組放送されていた（前掲『上海広播電視志』、25 頁より引用）。 
9 倪高風編『嫋嫋集』第二期（開篇専号）、利利無線電台（上海）、1934 年、開篇 1－3、5―14 頁。このう





10 月 28 日には管轄する交通部が「指導全国広播電台播送節目弁法」を公布し、民営ラジ
オ局で娯楽番組は全体の 6 割を超えぬよう、また娯楽番組内での広告宣伝は 3 分の 1 を
超えぬよう通達しているほどであった10。表 2 は 1939 年に三友実業社という薬品会社が
スポンサーとなっている上海各局の番組表である。 
 
表 2 三友実業社提供番組一覧（1939 年）11 
時間 ラジオ局 番組（括弧内は出演者、団体） 
08:30-09:10 華東 故事 
09:10-10:00 華東 小問題（卜万動） 
11:00-13:00 華東 音楽レコード 
13:00-15:00 華東 京劇レコード 
14:00-16:00 華威 什景小曲（雲裳社） 
15:30-17:00 華東 歌曲レコード 
17:00-18:00 華東 越劇レコード 
18:00-19:10 華東 越劇（馬樟花） 
18:40-19:20 民声 弾詞『三笑』（厳雪亭） 
19:10-20:20 華東 申曲（王鶴蓀・陳雲宝） 
20:20-22:00 華東 申曲（譚蓮芬・鮑福奎・朱仕林） 
21:20-22:00 天蟾 滑稽（春蔭団） 
22:00-24:00 華東 什曲レコード 
22:00-24:00 華盛 特別レコード 
24:00-02:00 華盛 什景小曲（於斗斗・徐文娟） 
02:00-03:00 大美 故事（何松蔭） 
 
表 2 からは、午前 8 時半から夜中の 3 時まで、午前 10 時から 1 時間を除く全ての時間
（複数の番組が重なる時間も含め）で三友実業社提供の番組が放送されており、16 番組
                                               
10 前掲『上海広播電視志』、22 頁。 




の内、10 番組は華東ラジオ局に集中していることが分かる。表 2 の典拠資料には上海に


















 日中戦争時期の 1938 年 3 月には「上海広播無線電監督処」が設立され上海のラジオ
放送も日本軍の管理下に置かれ、1941 年 12 月には太平洋戦争の勃発で上海の民営 28 局
が閉鎖されるなどの規制を受けた。戦後の 1945 年 12 月には市内に 16 の局が放送を行
                                               






い、1946 年 4 月には 40 局以上が加盟した「上海市広播電台聯合会」が設立されている
14。戦後内戦時期がそれまでと決定的に異なるのは租界が 1943 年に消滅したことで、
1946 年 9 月には米軍を除く外国系ラジオ局の設立が取り消されている。1946 年 7 月には
2 或いは 4 の民営局が 1 つの周波数を共有し、交替で放送する方式が始められた。表 3 は
1946 年 12 月時点の上海のラジオ放送におけるジャンル別番組表である。 
 
表 3 戦後内戦期上海のラジオ放送におけるジャンル別番組表15 
ジャンル 番組数 ジャンル 番組数 ジャンル 番組数 
教育 23 レコード 197 越劇 15 
常識 23 弾詞・評話 42 滬劇 27 
消息（報
道） 
63 故事 23 滑稽 44 
児童番組 4 京劇 5 四明南詞・ 
四明文書 
16 
歌唱・音楽 31 話劇 11 その他 29 
 
この時点で上海には公営と民営を合わせて 53 のラジオ局があり、最も早い局で 6 時 45
分から、最も遅い局で 24 時 40 分まで放送していた16。複数の民営局を 1 つの周波数に
統合する一方で、憲兵司令部の「勝利」、国民党上海特別市第三区執行委員会の「九九」
のように、公的機関を背景としたラジオ局が多く設立され、周波数の制限を受けていなか




                                               
14 前掲『上海広播電視志』、28 頁。 
15 「播音節目分類表」小舎蓮花館主編輯『勝利無線電』第 10 期、1946 年をもとに筆者が作成。 
16 「上海各広播電台表」張元賢、蓮花館主、於斗斗、湯筆花編輯『勝利無線電』第十二期、1947 年、による
と 1947 年 2 月の時点で上海のラジオ局は 29 局に縮減されており、約半年間で半減している。 




 表 3 を見ると、「消息（報道）」番組の多さが目立つが、10 分単位の番組が多く、放
送時間数としてはさほど多いとはいえない。芸能関係では滑稽と弾詞・評話がほぼ同数で
最多となっている。話劇とは通俗話劇を指し、商業性が強く、日本の新劇と同義の「話










 表 3 を見れば圧倒的に多いのがレコード番組であることは明白で、200 近い番組数を誇
っている。その番組も西洋音楽、流行音楽、中国民族音楽から京劇、越劇、滬劇まで多様
で、弾詞や北方の大鼓、広東の粤曲のレコード番組まであり、実演の公演以降にジャンル
は多様であった。表 2 の 1939 年時点では確認できなかった滬劇のレコード番組まであ
り、舞台中継も含めて上海では越劇と滬劇が京劇に伍す市場を有していたことがわかる。 











 1949 年 5 月 27 日、上海市を管理下においた共産党軍は直ちに国民党系の上海広播電台
を接収管理し、上海人民広播電台を設立して放送を開始する。同年 12 月 1 日には民営ラ
ジオ局の登記を通じて市内に 22 局が放送を許可され、うち 17 の民営局は 2 局で 1 つの
周波数を共有し、交互に放送することとなった18。ただしこの登記を通じて管理する、ま
た周波数を複数の局が共有し交互に放送するという方法は中華民国期と大きな差はない。
1950 年 4 月 1 日、上海にもう 1 つの公営ラジオ局として華東人民広播電台が設立され、
一方の上海人民広播電台が 3 つの、華東人民広播電台が 2 つの周波数を使用した。 
 上海のラジオ放送にとっては大きな転換点は、1952 年 10 月 1 日、16 の民営局が公私
合営の結果、「上海聯合広播電台」1 局に統合されたことである。使用できる周波数は 3
つであった。そして 1953 年 10 月、自ら望んでという形式で上海聯合広播電台は上海人
民広播電台に吸収され、1956 年には上海聯合広播電台名義の放送を全て停止してしま
う。ここに 30 年近く続いた上海市内における民営ラジオ局の放送は完全に姿を消してし
まうのである。さらに 1955 年 1 月、華東行政区廃止に伴い華東人民広播電台が放送を停
止すると、上海市内には上海人民広播電台 1 局という状況になったのである。 表 4 は
1951 年 5 月時点での上海市内のラジオ局の一覧である。表 4 からは 21 の内、公営 2 局、
合営 2 局、民営 17 局が確認できる。 
 
表 4 上海市内ラジオ局一覧（1951 年 5 月）19 







滬声、大滬 1070 合営 
亜美、麟記 670 民営 
                                               
18 前掲『上海広播電視志』、33 頁。 




元昌、合衆 750 民営 
大陸、大中華 930 民営 




大衆、九九 1370 民営 
金都 1400 民営 
建成、新声 1430 民営 
大中国 1460 民営 




 『大戯考』はレコードの歌詞を文字化した歌詞集である。1929 年の第 1 版以来版を重
ね、中華民国期には類似本も含めレコードファンだけでなく、ラジオ放送のレコード番組
を愛聴するリスナーにとっても手元においておきたい書物であった。人民共和国成立以後




て京劇が 331 頁と半数以上を占め、越劇が 61 頁、滬劇が 56 頁、弾詞が 61 頁とほぼ分量





                                               









 1950 年代初期の民営ラジオ局の放送状況に関して、別の資料を紹介したい。1951 年 4
月に上海で刊行された『広播群像』である。「群像」という章に顔写真つきで、ラジオ局
の経営者が 19 人（全て男性）、続いて各局のアナウンサー18 名（男性 3 人、女性 15
人）、さらにコマーシャル担当者 10 人（全て男性）が紹介されている。他に教育番組の
担当者として掲載されている 12 名（男性 5 人、女性 7 人）には担当番組も紹介されてお
り、医学薬学常識、無線電技術、生活常識、会計、撮影、児童、女性問題、裁縫刺繍、料
理など様々である。 
芸能としては掲載が多い順に、弾詞・評話 41 人、滬劇 36 人、滑稽・通俗話劇 28 人、
ラジオ・ドラマ 23 人、越劇 18 人、故事 11 人、粤劇 7 人、甬劇 6 人、東方紅歌詠団 6









                                               










介されていることである。それぞれ団体があり「和平社」からは 12 組、計 17 人、「申











 1955 年 1 月 1 日、華東行政区の廃止に伴い華東人民広播電台が放送を停止すると、上
海市内のラジオ放送は公営の上海人民広播電台 1 局体制となった。チャンネル数は 1956
年 11 月 5 日より 5 チャンネルから 7 チャンネル、1959 年 5 月 4 日からは 6 チャンネルと
異同が見られる。6 チャンネル時期には、ダイヤル 990 がニュース、1040 が音楽、1110
が弾詞・評話と滑稽、1290 が京劇と地方劇、1500 が滬劇と地方劇、1210 が教育、をそれ
ぞれ中心に放送するという方針がとられた24。本章ではこの 1955 年以降のラジオ放送に
ついて芸能番組を中心に紹介したい。 
                                               
23 前掲『広播群像』、28-29 頁。 




 1955 年 1 月 1 日より上海人民広播電台は『毎週広播』という番組紹介紙を刊行した。
人民共和国成立以降初のラジオ番組専門紙であった。1961 年 8 月 21 日に共産党上海市委
員会による刊行物圧縮の指示で一時停刊したが、1962 年 9 月 28 日には復刊している。表
5 は同紙掲載の情報をもとに作成した 1956 年 5 月 21 日から 1 週間の番組表である。 
































































































































































                                               




























































































































































































 表 5 からは上海人民広播電台の芸能番組に関して多くのことが読み取れる。まず、再
























に上海のラジオ放送の王様であった弾詞に関しては再放送も含めて 1 日に合計で 2 時間
に過ぎず、放送時間自体は縮小されている。 
 伝統演劇以外の話劇に関しては固定の番組はなく、日曜日の「星期文芸節目」というダ
イヤル 1290 の 14 時から 17 時までの番組があり、そこで 5 月 27 日には安徽省話劇団の
『帰来』、上影演員劇団の『婦女代表』、前華東話劇団の『技術員来了』が放送されてい
る27。この週末の特別番組には他にも 27 日にダイヤル 1350 の「星期戯曲節目」という番
組に上海を代表する滑稽と評弾の 5 組が出演しているが、そこには「聴衆の要求に応じ
                                               
26 表 5 の 19 時からの「曲芸/その他」の京劇の部分で出演している。 


























                                               
28 同上。 
29 同上。 
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